
心に残る・未来に残したい記憶

月島百景

～第１集～

活動報告と今後の展開について

1月島百景～第１集～



実施内容… ビデオカメラによるインタビュー収録 （記憶の採集）
文字起こし・使用箇所の選定・ビデオ編集 （口述史記録の編集）

• 主に月島１丁目と３丁目に
長くお住まいの10名の方々に
インタビューを実施（ビデオ収録）

• テーマ・内容に沿って編集し
ショート動画を約50本制作

• 【テーマ分類】
商店（街）、交通、年中行事
戦中戦後、近所づきあい
路地・長屋、生活・風景
子どもの遊び、食・娯楽

2月島百景～第１集～
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大学・学生との連動

月島生活者を対象にした
ワークショップ（19人）

月島百景～第１集～

「オーラルヒストリー・ビデオマップ」を用いたまち歩きワーク

ショップ。

１回目：口頭によるガイド、２回目：その場所に関連するイン

タビュービデオを視聴しながらのまち歩きを実施し、それぞ

れアンケートをとった。結果、２回目は、まちに対するイメー

ジがガラリと変わった。



実施内容…

上映会＆意見交換会 （コミュニティの将来像の構築）

• 来場者（芳名帳に記入下さった方）63名

スタッフ（月島長屋学校、芝浦工大学生）約10人

• 10時～14時 上映会

• 14時～16時 志村教授の講演

グループ別の意見交換、発表

4月島百景～第１集～



＜月島百景ビデオの宣伝方法について＞

• 銭湯、高齢者施設、商店街、都営地下鉄、タクシーなどでビデオを流す

• 小・中・高校の教材として教育の場で使う ・行政にアプローチ

• 観光協会HP に入れてもらう ・中央区の広報を活用する ・SNS で宣伝する

• 外国人向けボランティア用の教材にしてもらう

• もんじゃ焼き屋のメニューの裏面にマップを貼る

＜月島百景ビデオの活用方法について＞

• 上映会、セミナーの開催 ・まち歩き、観光案内で活用する ・英語版の制作

• 他のメディアとリンクさせる ・第二弾、第三弾を作り、継続的にやっていく

＜月島の将来像＞

• 近所づきあいが残るまち ・お互いに助け合える人づきあいのまち

• 活性化のためには、町会だけではなく多くのコミュニティが必要

• 小学校へシニアを定期的に派遣、子どもとシニアが触れ合う機会を作る

• 旧民と新民（マンション住民）の融合 ・月島長屋学校など、地域の拠点づくり

5

「上映会＆意見交換会」での意見、アイデア

月島百景～第１集～
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「上映会＆意見交換会」のアンケート結果

交通, 5名, 6%

商店, 9名, 10%

子どもの遊び, 

11名, 13%

年中行事,

4名, 5%

戦中戦後, 

7名, 8%
生活・風景,

16名, 19%

路地・長屋, 

16名, 19%

近所付き合い, 

12名, 14%

食・娯楽, 

5名, 6%

どのテーマが興味深かったですか

N=85
とても高まった, 

19, 59%

少し高まった, 

12, 38%

あまり高まらなかった, 

1名, 3%

月島に関する理解は

高まりましたか

N=32 とても高まった,

17名, 55%

少し高まった, 

13名, 42%

あまり高まらなかった, 1名, 3%

まちづくりに関する関心は

高まりましたか

N=31

多く残ってほ

しい, 26名, 

84%

少し残ってほしい, 

5名, 16%

月島らしい営みや生活文化、

今後どうなってほしいですか

N=31

ある, 

5名, 29%

ない,

12名, 

71%

ご自身「月島百景 ビデオ」を活用する

機会がなにかありますか

N=17

回答者のほとんどが

月島に対する理解

まちづくりに関する関心

…が高まったと回答

月島百景～第１集～



7月島百景～第１集～

制作物（コミュニティ史の編纂）…ＨＰ、ＤＶＤ、月島オーラルヒストリービデオマップ



＜学校教育との連携＞

• 元小学校教員「小学校の社会科の授業で取り上げてもらってはどうか」
４月に一緒に月島第一小学校を訪問予定

• 佃中学・晴海中学…冊子の配布、DVDの提供、教育活動との連携を打診

＜記憶の採集の場＝高齢者の認知症対策＞

• 高齢者が集まる場や施設でのインタビュー収録の検討（教育との連動）

＜ビデオの活用の場＞

• 年数回、ビデオマップを使ったまち歩きを呼びかける

• マンションや町会と連携して新旧住民の交流を図るイベントを企画

<活動に対する理解促進、すそ野を広げる努力>

• 地域や他の活動との連携、参加しやすい組織づくり
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次年度以降の課題と展開（検討中）

月島百景～第１集～



仮称「月島オーラルヒストリー＆コミュニティづくりの会」の立ち上げ

わが町への理解・愛着を深め、世代間交流を育み、
「支え合い 助け合う」コミュニティづくり・まちづくりにも活かしていく・・・

• メンバー…月島長屋学校（一般）、芝浦工大地域デザイン研究室（学生）

町会、商店会、文化活動団体など協力を申し出ていただいた方々 など

• 「オーラルヒストリーの意義」「ビデオ収録方法」講習会

活動テーマと優先順位を決めて役割分担

• 「教育現場との連携」…元教員、PTAイベント⇒佃中・晴海中、月一小（４月訪問）

• 「新旧住民の融合」…町会・マンション⇒出前上映会＆意見交換会

• 「区民や観光客へのPR」…商店会、行政、区内全校への配布、SNS

• 「記憶の採集」…人選、高齢者施設・集いの場＝教育との連動

• 「情報の更新・発信」…更新、ニーズに沿ったコンテンツづくり

• 「現在の月島」…写真・動画撮影 など
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無理なく適材適所で実行するための組織（検討中）

月島百景～第１集～



・大変すばらしい。記憶を残していく手法の、一つの雛形になっている。他の地域の参考にな
る。10人のインタビューを50の小話に編集している手法もいい。

・（意見交換会など）コミュニティづくりがプロセスの中でできているのも素晴らしい。

・応用はいろいろある。祭り、川で泳いだ記憶、鉄工所・造船所、戦争前後など、月島の社会
的・経済的な側面や、いろんな人々がいたことなども浮かんでくる。

・一方で、テーマをさらに絞り込み、いろんな人にきくといい。月島の価値が見えてくる。さ
らに突っ込んでほしい。

・大学と連携したケースも初めてではないか。さすが志村先生だ。

・東京にはこうした活動は少ない。谷根千のようにファンづくりを行い、冊子やマップを販売
してはどうか？志村先生のマップも販売したらいい。

・他エリアで同様の試みをやってもなかなか難しい。よくまとまっている。図書館への提供な
ど使い方により広まるだろう。行政主体でやるべき活動にも思える。

・もんじゃのメニュー裏に掲載するとか、高齢者の認知予防との連動などはぜひやってみてほ
しい。今年度の取り組みも、朝日新聞で取り上げたい。

・（教育、地域学習との連動）子どもたちの地域に対するアクションに繋がってこそ成功と言
える。それはどんな小さなこともでもいい。期待している。
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中央区文化推進事業 審査員の評価（陣内秀信先生ほか）

月島百景～第１集～


